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平成29年度「北海道ドライブ観光パス社会実験（仮称）」協力
施設を募集!～㈱ナビタイムジャパンが運営するスマホアプリ
で施設等の情報を発信します～
　北海道開発局では、平成29年度に「北海道ドライブ観光パ
ス社会実験（仮称）」を実施する予定です。
　実施に当たり、外国人レンタカー利用者等に施設入場料割
引等の特典を提供していただける観光施設等（博物館、宿泊
施設、自然体験施設、飲食施設、道の駅等）を募集しています。
　
1  平成29年度「北海道ドライブ観光パス社会実験（仮称）」に
ついて
○　実施時期（予定）：平成29年 9月～平成29年11月
○　実施地域（予定）：札幌市を除く北海道全域
○ 　対 象 者（予定）：主にレンタカーを利用する外国人観光
客及び外国永住権を保有する日本人
○ 　本社会実験の実施については、平成29年度予算の成立及
び社会実験のための予算示達が条件となります。
○ 　平成28年度に実施した社会実験の概要は北海道開発局
ホームページでご覧いただけます。

URL:http://www.hkd.mlit.go.jp/kanribu/chosei/kankou_01-1.html
2 募集期間
　　平成29年 2月27日（月）～平成29年 4月28日（金）
3 募集に関する詳細
　　北海道開発局ホームページをご覧ください。
URL:http://www.hkd.mlit.go.jp/kanribu/chosei/kankou_01-4.html
　問い合わせ／北海道開発局開発監理部開発連携推進課
　　　　　　　TEL 011-709-2311（内線：5433、5441）

国営滝野すずらん丘陵公園
　 4月20日（木）～
　グリーンシーズンオープン
　　 春の開園は 4月20日から始まります。残雪等で遊具に利
用制限がかかる場合がありますので、お出かけ前にHP等
でご確認ください。

　　　●料　金　入 園 料：大人410円、小人80円
　　　　　　　　駐車料金：410円
　 4 月22日（土）～ 6月18日（日）
　パンジー・ビオラコレクション
　　数百種類のパンジー・ビオラを展示します。
　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　 4 月29日（土・祝）、 4月30日（日）
　わんぱくクラフト
　　春を感じるクラフトづくりの体験を行います。
　　　●参加費　100円（入園料・駐車料金は別途）
　　　●定　員　300人/日
　　　●場　所　東口休憩所（当日直接会場へ）
　　　●時　間　10:00～15:00
※ 詳細は当公園ホームページ（URL:http://www.takinopark.
com/）をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）
までお問い合わせください。
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　今号は、昨年12月のコモンズ関係フォーラムの
概要を紹介しました。北海道ではコモンズの概念
も名称もまだまだなじみが薄いのですが、地方か
ら人が減り、かつグリーンインフラに重きを置く
これからは、この考え方が課題解決に一役買うの
は間違いありません。洪水対策として進められて
いる各地の遊水地や身近にある個人所有の里山利
用も、コモンズ的な視点で見直してみると地域住
民と行政が協働するプログラムの道筋が見え始め
ます。司馬遼太郎氏の著書に『土地と日本人』と
いう土地所有について考えさせる話題作がありま
す。高度成長期の土地価格高騰から安定期を過ぎ、
余り気味でしばしば放置される時代となり、あら
ためてコモンズの視点で振り返ると、土地はそも
そも誰のものかという将来への問いかけにぶつかり
ます。コモンズへの注目は今、歴史的必然か。（草苅）
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